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愛媛県西条市で得られたヒナハゼ 
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種の記録 

Gobiidae ハゼ科 

Redigobius bikolanus (Herre, 1927)  

ヒナハゼ（写真 1） 

標本 和歌山県立自然博物館魚類標本（WMNH-

PIS）13224－13230，7個体，13.8－23.8 mm SL（標準

体長），渦井川水系室川，2022 年 5 月 21 日および 9

月 10日採集；13231－13234，4個体，13.0－16.8 mm 

SL，加茂川，2022年 9月 10日採集；13225，1個体，

18.4 mm SL，加茂川，2022年 9月 11日採集；13236

－13238，3個体，17.6－21.6 mm SL，中山川水系小

松川，2022 年 9 月 11 日採集．いずれの採集地点も

愛媛県西条市内である．  

種の特徴 

体は太短く側扁する．頭部腹面にヒゲがない．頬に鱗

がない．体側の第 1 背鰭下に明瞭な黒色横帯がな

い．これらの特徴は明仁ほか（2013）および瀬能ほ

か（2021）のヒナハゼに一致する． 

備考 

本種は，国内では石川県および茨城県から琉球列島

にかけて分布する（瀬能ほか，2021；山川ほか，2021；

外山ほか，2021）．愛媛県では宇和海流入河川で普

通に見られ（辻，2015），瀬戸内海側では肱川および

重信川から記録されている（辻・松田，2021；清水・水

野，2002）．今回採集された標本は，愛媛県燧灘流入

河川における初記録となる． 
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